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(57)【要約】
【課題】ＬＥＤ配線板の本体への固定機能と電気接続の
機能とを兼ね備えたコネクタにより、組み立て作業性に
優れた照明装置を提供する。
【解決手段】ランド８１を備えた回路パターン８０を実
装したＬＥＤ配線板５０と、ＬＥＤ配線板５０を取り付
けている本体カバー３０と、回路パターン８０と接続し
ているとともに、ＬＥＤ配線板５０を本体カバー３０に
固定しているコネクタ７０とを備え、コネクタ７０は、
本体カバーに対向するカバー部下面であって開口が形成
されたカバー部下面を有する筐体であって、カバー部下
面を含む筐体下面と本体カバー３０との間にＬＥＤ配線
板５０を挟んでいる筐体と、筐体を本体カバー３０に固
定しているクリップと、筐体の内部に収納され、開口を
介してランド８１と接続されている導電体７４とを備え
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランドを備えた回路パターンを実装した回路基板と、
　前記回路基板を取り付けている本体と、
　前記回路パターンと電気的に接続しているとともに、前記回路基板を前記本体に固定し
ているコネクタとを備え、
　前記コネクタは、
　前記本体と対向する対向面に開口部が形成されるとともに該対向面と前記本体との間に
前記回路基板を挟んでいる筐体と、
　前記筐体を前記本体に固定している固定部と、
　前記筐体の内部に収納され、前記開口部を介して前記ランドと電気的に接続されている
導電体と
を備えたことを特徴とする回路基板装置。
【請求項２】
　前記回路基板は、
　前記ランドに取り付けられた一対の接触片を具備した接続部を備え、
　前記接続部は、
　前記一対の接触片により前記導電体を挟持していることを特徴とする請求項１に記載の
回路基板装置。
【請求項３】
　前記対向面は、前記回路基板に当接する当接面と、前記開口部が形成された開口面とを
備え、
　前記筐体は、
　前記当接面と、前記当接面に対向する上面と、前記当接面と前記上面との間の側面とを
備えた直方体のケースであって、前記導電体の一部を内部に収納しているケースと、
　前記ケースから露出した前記導電体を覆う導電カバー部であって、前記開口面を備えた
導電カバー部とを備えることを特徴とする請求項１または２に記載の回路基板装置。
【請求項４】
　前記固定部は、前記ケースの角部に配置された板バネを備え、
　前記本体は、前記板バネに対応する位置に貫通孔を備え、
　前記固定部は、前記貫通孔に前記板バネを挿入することにより、前記筐体を前記本体に
固定していることを特徴とする請求項３に記載の回路基板装置。
【請求項５】
　前記回路基板は、前記回路パターンに接続される光源を実装し、
　前記回路基板装置は、さらに、
　前記光源を点灯させる点灯装置を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載の回路基板装置。
【請求項６】
　ランドを備えた回路パターンを実装した回路基板であって、本体に取り付けられている
回路基板と接続しているコネクタにおいて、
　前記本体に対向する対向面であって開口部が形成された対向面を有する筐体であって、
前記対向面と前記本体との間に前記回路基板を挟んでいる筐体と、
　前記筐体を前記本体に固定している固定部と、
　前記筐体の内部に収納され、前記開口部を介して前記ランドと接続されている導電体と
を備えたことを特徴とするコネクタ。
【請求項７】
　前記対向面は、
　前記回路基板を当接する当接面と、前記開口部が形成された開口面とを備え、
　前記筐体は、
　前記当接面と、前記当接面に対向する上面と、前記当接面と前記上面との間の側面とを
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備えた直方体のケースであって、前記導電体の一部を内部に収納しているケースと、
　前記ケースから露出した前記導電体を覆う導電カバー部であって、前記開口面を備えた
導電カバー部とを備えることを特徴とする請求項６に記載のコネクタ。
【請求項８】
　前記固定部は、前記ケースの角部に配置された板バネを備え、前記本体の前記板バネに
対応する位置に形成された貫通孔に前記板バネを挿入することにより、前記筐体を前記本
体に固定していることを特徴とする請求項６または７に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、ＬＥＤ（発光ダイオード）が実装される回路基板が取り付けられた
回路基板装置及び回路基板に取り付けられるコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤを実装した配線板（ＬＥＤ配線板）を放熱する方法に関する技術がある（特許文
献１参照）。また、ＬＥＤ配線板の電気接続方法に関する技術がある（特許文献２参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－９３２０６号公報（２頁右欄６行目～１７行目、図２）
【特許文献２】特開２００９－２１２０７号公報（５頁２０行目～２８行目、図１、図２
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来技術では、放熱フィン上に絶縁性熱伝導シートを介してＬＥＤ配線板を載置し、樹
脂製のプレッシャープレートによりＬＥＤ配線板と絶縁性熱伝導シートとを放熱フィンに
圧接して取り付け、ＬＥＤを実装したＬＥＤ配線板から放熱フィンへ放熱する。しかしな
がら、点灯装置からＬＥＤ配線板、またはＬＥＤ配線板同士の電気的接続を行なうには、
ＬＥＤ配線板上にコネクタを実装し、そのコネクタは電線を介して接続しなければならな
い。したがって、組み立て作業性に劣るという課題があった。
【０００５】
　本発明は、ＬＥＤ配線板を固定する機能及びＬＥＤ配線板の電気接続の機能を兼ね備え
た部品を提供することにより、組み立て作業性に優れた照明装置（回路基板装置）を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る回路基板装置は、ランドを備えた回路パターンを実装した回路基板と、前
記回路基板を取り付けている本体と、前記回路パターンと接続しているとともに、前記回
路基板を前記本体に固定しているコネクタとを備え、前記コネクタは、前記本体に対向す
る対向面であって開口部が形成された対向面を有する筐体であって、前記対向面と前記本
体との間に前記回路基板を挟んでいる筐体と、前記筐体を前記本体に固定している固定部
と、前記筐体の内部に収納され、前記開口部を介して前記ランドと接続されている導電体
とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る回路基板装置は、ランドを備えた回路パターンを実装した回路基板と、前
記回路基板を取り付けている本体と、前記回路パターンと接続しているとともに、前記回
路基板を前記本体に固定しているコネクタとを備え、前記コネクタは、前記本体に対向す
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る対向面であって開口部が形成された対向面を有する筐体であって、前記対向面と前記本
体との間に前記回路基板を挟んでいる筐体と、前記筐体を前記本体に固定している固定部
と、前記筐体の内部に収納され、前記開口部を介して前記ランドと接続されている導電体
とを備えているので、回路基板を固定する機能及び回路基板の電気接続の機能を兼ね備え
たコネクタを具備し、組み立て作業性に優れた回路基板装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る照明装置１００の斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る照明装置１００からカバー４０を外した状態を示す図である
。
【図３】実施の形態１に係る照明装置１００の分解斜視図である。
【図４】実施の形態１に係る照明装置１００の点灯回路を示す図である。
【図５】実施の形態１に係るコネクタ７０ａのＡ部（図３）拡大図である。
【図６】実施の形態１に係るコネクタ７０ｂのＢ部（図３）拡大図である。
【図７】実施の形態１に係るコネクタ７０ｃのＣ部（図３）拡大図である。
【図８】実施の形態２に係る照明装置１０１の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、各実施の形態の説明
において、「上」、「下」、「左」、「右」、「前」、「後」、「表」、「裏」といった
方向は、説明の便宜上、そのように記しているだけであって、装置、器具、部品等の配置
や向き等を限定するものではない。
【００１０】
　実施の形態１．
　図１は、本実施の形態に係る照明装置１００の斜視図である。図２は、本実施の形態に
係る照明装置１００からカバー４０を外した状態を示す図である。図３は、本実施の形態
に係る照明装置１００の分解斜視図である。図４は、本実施の形態に係る照明装置１００
の点灯回路を示す図である。
【００１１】
　図１～図３を用いて、本実施の形態に係る照明装置１００の全体構成について説明する
。本実施の形態では、説明の便宜上、光の発光方向側を上方とし、その反対側を下方とす
る。
【００１２】
　図１及び図２に示すように、照明装置１００は、灯具本体２０、本体カバー３０、カバ
ー４０、ＬＥＤ配線板５０（５０ａ，５０ｂ）、コネクタ７０（７０ａ，７０ｂ，７０ｃ
）を備える。ＬＥＤ配線板５０は、ＬＥＤ６０を実装している。また、ＬＥＤ配線板５０
と本体カバー３０との間に放熱シート１１０を備える。
【００１３】
　灯具本体２０は、直方体のケースであり、内部にＬＥＤ６０を電源を供給する電源供給
源としての点灯装置１２０（図３参照）が取り付けられている。点灯装置１２０から引き
出された電線１２０ａは、コネクタ７０ａを介してＬＥＤ配線板５０に接続されている。
【００１４】
　灯具本体２０は、上面にＬＥＤ配線板５０が取り付けられる本体カバー３０を備える。
本体カバー３０は、点灯装置１２０を覆って、灯具本体２０の上面に蓋をするように取り
付けられる。灯具本体２０及び本体カバー３０は、ＬＥＤ配線板５０から発せられる熱を
放熱するために、例えば、アルミニウム等の金属により形成される。
【００１５】
　カバー４０は、ＬＥＤ配線板５０を覆うように灯具本体２０あるいは本体カバー３０に
取り付けられる。カバー４０は、例えば、樹脂製であり、ＬＥＤ配線板５０から発せられ
る光を拡散し所望の配光を得るため等に用いられる。
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【００１６】
　図３に示すように、ＬＥＤ配線板５０は、本体カバー３０の上面に放熱シート１１０を
介して載置される。そして、図２に示すように、ＬＥＤ配線板５０は、コネクタ７０（７
０ａ，７０ｂ，７０ｃ）により本体カバーに固定される。放熱シート１１０は、ＬＥＤ配
線板５０と本体カバー３０との間に配置され、ＬＥＤ配線板５０と本体カバー３０との間
を絶縁するとともにＬＥＤ配線板５０からの熱を効率的に本体カバー３０に伝熱する役目
をする。
【００１７】
　ＬＥＤ配線板５０は、長方形の基板であり、実装面５１にＬＥＤ６０が実装される。Ｌ
ＥＤ配線板５０は、点灯回路を構成するための回路パターン８０と、回路パターン８０に
設けられたランド８１とを備える。ＬＥＤ配線板５０は、回路基板である。ＬＥＤ６０が
発する熱は、ＬＥＤ配線板５０を介して本体カバー３０及び灯具本体２０に伝熱され、放
熱される。
【００１８】
　本実施の形態では、照明装置１００は、２つのＬＥＤ配線板５０ａ，５０ｂを備える。
ＬＥＤ配線板５０ａに実装されているＬＥＤ６０、回路パターン８０、ランド８１、コン
タクト８２をＬＥＤ６０ａ、回路パターン８０ａ、ランド８１ａ、コンタクト８２ａと記
載し、同様に、ＬＥＤ配線板５０ｂに実装されている構成部をＬＥＤ６０ｂ、回路パター
ン８０ｂ、ランド８１ｂ、コンタクト８２ｂと記載する場合もある。照明装置１００は、
回路基板であるＬＥＤ配線板５０を備える回路基板装置である。
【００１９】
　図３に示すように、ランド８１には、コネクタ７０（７０ａ，７０ｂ，７０ｃ）と電気
的に接続するためのコンタクト８２が取り付けられている。ランド８１は、ＬＥＤ配線板
５０の回路パターン８０の末端に設置されている。ランド８１は、ＬＥＤ配線板５０の長
手方向の両側の端部に近傍に２つずつ設けられている。
【００２０】
　コネクタ７０は、ＬＥＤ配線板５０と点灯装置１２０との電気的な接続を行うためのも
のである。また、コネクタ７０は、２つのＬＥＤ配線板５０同士の電気的な接続等のため
のものである。さらに、本実施の形態に係るコネクタ７０は、電気的な接続をするととも
に、ＬＥＤ配線板５０を本体カバー３０に固定する役目もする。
【００２１】
　コネクタ７０ａは、点灯装置１２０とＬＥＤ配線板５０（５０ａ）とを電線１２０ａを
介して接続するとともに、ＬＥＤ配線板５０（５０ａ）の端部を本体カバー３０に固定す
る。また、コネクタ７０ｂは、２つのＬＥＤ配線板５０（５０ａ，５０ｂ）の間に配置さ
れ、２つのＬＥＤ配線板５０同士を電気的に接続するとともに、２つのＬＥＤ配線板５０
のそれぞれの端部を本体カバー３０に固定する。コネクタ７０ｃは、ＬＥＤ配線板５０（
５０ｂ）の端部に設置された２つのランド８１ｂ同士を接続するとともに、ＬＥＤ配線板
５０（５０ｂ）の端部を本体カバー３０に固定する。以上のように、コネクタ７０には、
機能の異なる３種類のコネクタ７０ａ，７０ｂ，７０ｃがある。
【００２２】
　ＬＥＤ配線板５０の回路パターン８０は、１つの配線板でＬＥＤ６０を６個直列に接続
している。また、本実施の形態に係る照明装置１００では、２つのＬＥＤ配線板５０（５
０ａ，５０ｂ）を直列に接続しているので、照明装置１００全体ではＬＥＤ６０を１２個
直列に接続している。
【００２３】
　図４に示すように、照明装置１００は、ＬＥＤ６０を１２個を直列に接続した点灯回路
の構成している。しかし、ＬＥＤ配線板５０の数、ＬＥＤ６０の数等は、これに限定され
るものではない。例えば、１２個のＬＥＤを実装した配線板を３つ直接に接続し、３６個
のＬＥＤが直列に接続された照明装置が構成する点灯回路のように、他の構成の点灯回路
を有する照明器具であっても本実施の形態は適用可能である。
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【００２４】
　図５は、図３のＡ部拡大図である。図６は、図３のＢ部拡大図である。図７は、図３の
Ｃ部拡大図である。図３、図５～図７を用いて、コネクタ７０の詳細構造について説明す
る。
【００２５】
　コネクタ７０は、回路パターン８０と接続しているとともに、ＬＥＤ配線板５０（回路
基板）を本体カバー３０（灯具本体２０（本体））に固定している。コネクタ７０は、本
体カバー３０に対向する筐体下面７０２を有するコネクタ筐体７１を備える。筐体下面７
０２と本体カバー３０との間にＬＥＤ配線板５０を挟んでいる。筐体下面７０２は、ＬＥ
Ｄ配線板５０に当接する当接面である。
【００２６】
　また、コネクタ７０は、コネクタ筐体７１と本体カバー３０とを固定しているクリップ
７３（固定部）を備える。コネクタ７０は、さらに、コネクタ筐体７１の内部に収納され
、筐体下面７０２の開口部を介してランド８１と接続されている導電体７４を備える。
【００２７】
　まず、図５を用いてコネクタ７０ａについて説明する。コネクタ７０ａは、点灯装置１
２０より引き出された電線１２０ａを接続しＬＥＤ配線板５０へ給電する。
【００２８】
　コネクタ７０ａは、長手方向と短手方向を有する直方体のコネクタ筐体７１を備える。
図２に示すように、コネクタ７０ａは、ＬＥＤ配線板５０の短手方向を跨ぐように配置さ
れる。したがって、ＬＥＤ配線板５０の短手方向がコネクタ筐体７１の長手方向となり、
ＬＥＤ配線板５０の長手方向がコネクタ筐体７１の短手方向となる。
【００２９】
　コネクタ筐体７１は、筐体上面７０１と、筐体上面７０１に対向する筐体下面７０２で
あって本体カバーに対向する筐体下面７０２を備える。また、コネクタ筐体７１は、コネ
クタ筐体７１の長手方向（すなわち、ＬＥＤ配線板５０の短手方向）に端面７０３，７０
４を備える。また、筐体上面７０１と筐体下面７０２との間の側面のうち、外側（本体カ
バーの端部側）の面を外側面７０５、内側（本体カバーの中央側）の面を内側面７０６と
する。
【００３０】
　コネクタ７０ａは、外側面７０５に点灯装置１２０と接続された電線１２０ａを挿入す
る電線挿入孔７５を備える。電線挿入孔７５から挿入された電線１２０ａは、コネクタ筐
体７１の内部に収納されている導電体７４に接続される。
【００３１】
　コネクタ筐体７１の内部には、正極側の電極と負極側の電極との２つの電極（導電体７
４）が取り付けられている。導電体７４は、棒状であり、一方の端部が電線挿入孔７５か
らコネクタ筐体７１の内部に挿入された電線１２０ａに接続される。導電体７４の一方の
端部は、コネクタ筐体７１の内部において電線１２０ａと接続される。
【００３２】
　導電体７４の他方の端部は、コネクタ筐体７１の内側（ＬＥＤ配線板５０の中央側）の
面である内側面７０６からコネクタ筐体７１の外部に突き出し、露出している。露出した
導電体７４の他方の端部がコンタクト８２ａに接続される。
【００３３】
　コネクタ筐体７１は、内側面７０６に２つの導電カバー部７２を備える。導電カバー部
７２は、導電体７４ａの露出した部分（突き出た部分（他方の端部））を覆うように形成
されている。
【００３４】
　導電カバー部７２の下方の面（カバー部下面７０７）は開口している。コネクタ筐体７
１と導電カバー部７２とを合わせて筐体とする。また、筐体下面７０２とカバー部下面と
を合わせた面を、本体カバー３０に対向する面である対向面とする。つまり、対向面は、
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ＬＥＤ配線板５０と当接して押圧する当接面としての筐体下面７０２と、開口部を有する
開口面としてのカバー部下面７０７とを有する。
【００３５】
　図５にしめすように、導電カバー部７２は直方体形状であり、カバー部下面７０７が開
口している。しかし、導電カバー部７２の形状は、他の形状でもよく、導電体７４の他方
の端部を覆い、かつ、ＬＥＤ配線板５０側の面であるカバー部下面７０７に開口を有して
いればどのような形状でも構わない。
【００３６】
　図５に示すように、コンタクト８２（８２ａ）は、一対の接触片８４を備えている。コ
ンタクト８２は、一対の接触片８４と、一対の接触片８４の間の連結部８５とを備えた断
面略コ字状の板バネである。コンタクト８２は、一対の接触片８４が実装面５１ａから突
き出すように連結部８５の背側がランド８１ａに接続されている。一対の接触片８４に挟
まれる箇所を挟持部８６とする。
【００３７】
　図２に示すように、コネクタ７０ａが取り付けられると、カバー部下面７０７の開口を
介して、導電体７４の他方の端部がコンタクト８２の挟持部８６に挟持される。これによ
り、導電体７４とコンタクト８２とが接続され、導電体７４とランド８１、導電体７４と
回路パターン８０とが接続される。
【００３８】
　コネクタ筐体７１の外側の角部の２カ所には、コネクタ７０ａを本体カバー３０に固定
するクリップ７３（固定部）が設けられている。図３に示すように、本体カバー３０には
、コネクタ７０のクリップ７３に対応する位置に、貫通孔３１が形成されている。このク
リップ７３を貫通孔３１に押し込むことにより、コネクタ筐体７１（筐体）を本体カバー
３０に圧接することができる。コネクタ７０ａのクリップ７３を貫通孔３１に押し込むと
、筐体下面７０２と本体カバー３０とにより挟まれているＬＥＤ配線板５０の端部は本体
カバー３０に固定される。クリップ７３は、板バネを具備し、板バネの弾性力により貫通
孔３１に固定される。
【００３９】
　図５では、クリップ７３は、コネクタ筐体７１の長手方向端部の外側の２カ所の角部に
配置されているが、クリップ７３をコネクタ筐体７１の全ての角部４カ所に配置してもよ
い。あるいは、コネクタ筐体７１の筐体上面７０１の対角線上に配置しても構わない。ク
リップ７３の数や配置場所は、適宜変更可能である。
【００４０】
　以上のように、コネクタ７０ａは、ＬＥＤ配線板５０を支持する直方体形状のコネクタ
筐体７１（支持部）と、コネクタ筐体７１の長手方向の両端に設けられるＬＥＤ配線板５
０取付用のクリップ７３と、コネクタ筐体７１の短手方向の一端側（内側面７０６）に設
けられる２つの導電カバー部７２と、この導電カバー部７２に設けられ、コンタクト８２
に嵌めこまれる導電体７４（導電端子部）とを設ける。コネクタ７０ａは、短手方向の他
端側に電線挿入孔７５が設けられており、点灯装置１２０から引き出された電線１２０ａ
が挿入されて、この電線１２０ａと導電体７４が電気的に接続される。また、コネクタ７
０ａをクリップ７３により固定することにより、コネクタ筐体７１がＬＥＤ配線板５０を
本体カバー３０に押し付けるので、放熱効率を向上させることができる。
【００４１】
　次に、図６を用いてコネクタ７０ｂについて説明する。コネクタ７０ｂは、直列に配置
された２つのＬＥＤ配線板５０ａ，５０ｂ同士を接続するコネクタである。コネクタ７０
ｂにおいて、図５のコネクタ７０ａと同一の機能を有する構成部には同一の符号を付し、
その説明を省略する。
【００４２】
　コネクタ７０ｂでは、説明の便宜上、ＬＥＤ配線板５０ａ側の面を外側面７０５とし、
ＬＥＤ配線板５０ｂ側の面を内側面７０６とする。コネクタ７０ｂでは、導電体７４の一
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方の端部が外側面７０５より突き出ており、他方の端部が内側面より突き出ている。そし
て、コネクタ７０ｂは、外側面７０５にも導電体７４の一方の端部を覆う導電カバー部７
２を備える。導電カバー部７２の構成は、図５で説明したものと同様である。
【００４３】
　コネクタ７０ｂの内部の導電体７４は、一方の端部がＬＥＤ配線板５０ａのコンタクト
８２ａに接続され、他方の端部がＬＥＤ配線板５０ｂのコンタクト８２ｂに接続される。
これにより、ＬＥＤ配線板５０ａの回路パターン８０ａとＬＥＤ配線板５０ｂの回路パタ
ーン８０ｂとが接続される。
【００４４】
　また、クリップ７３を本体カバー３０の貫通孔３１に押し込むことにより、筐体下面７
０２と本体カバー３０により挟まれるＬＥＤ配線板５０ａの端部近傍とＬＥＤ配線板５０
ｂの端部近傍とが同時に固定される。
【００４５】
　以上のように、コネクタ７０ｂは、ＬＥＤ配線板５０ａ，５０ｂを支持する直方体形状
のコネクタ筐体７１（支持部）と、このコネクタ筐体７１（支持部）の長手方向の両端に
設けられるＬＥＤ配線板５０ａ，５０ｂ固定用のクリップ７３と、コネクタ筐体７１の短
手方向の両端側に２つずつ設けられる導電カバー部７２と、この導電カバー部７２の内部
に収納され、導電カバー部７２のカバー部下面７０７の開口を介してコンタクト８２に嵌
めこまれる導電体７４（導電端子部）とを備える。
【００４６】
　次に、図７を用いてコネクタ７０ｃについて説明する。コネクタ７０ｃは、ＬＥＤ配線
板５０ｂの末端で、点灯回路を折り返すために設置されるコネクタである。コネクタ７０
ｃにおいて、図５のコネクタ７０ａと同一の機能を有する構成部には同一の符号を付し、
その説明を省略する。
【００４７】
　コネクタ７０ｃの形状は、コネクタ７０ａと同様である。コネクタ７０ａとコネクタ７
０ｃとは、内側面７０６が対向するように配置される。ただし、外側面７０５には電線挿
入孔７５は形成されていない。つまり、２つのＬＥＤ配線板５０ａ，５０ｂとが直列に並
んで配置されたＬＥＤ配線板５０の、長手方向端部の各端部にコネクタ７０ａとコネクタ
７０ｃとが配置される。
【００４８】
　コネクタ７０ｃの導電体７４は、コ字形状に折れ曲がっている。コ字形状の一端部が２
つの導電カバー部７２のうちの一方の導電カバー部７２の内部に配置され、コ字形状の他
端部は他方の導電カバー部７２の内部に配置される。
【００４９】
　コネクタ７０ｃが、ＬＥＤ配線板５０ｂの端部に設置されると、コネクタ７０ｃの内部
の導電体７４は、コ字形状の一端部がＬＥＤ配線板５０ｂのコンタクト８２ｂ－１に接続
され、コ字形状の他端部がＬＥＤ配線板５０ｂのコンタクト８２ｂ－２に接続される。こ
れにより、ランド８１ｂ－１とランド８１ｂ－２とが接続され、ＬＥＤ配線板５０ｂの回
路パターン８０ｂの接続が折り返される。
【００５０】
　また、クリップ７３を本体カバー３０の貫通孔３１に押し込むことにより、筐体下面７
０２と本体カバー３０により挟まれるＬＥＤ配線板５０ｂの端部近傍が固定される。
【００５１】
　以上のように、コネクタ７０ｃは、ＬＥＤ配線板５０ｂを支持する直方体形状のコネク
タ筐体７１（支持部）と、このコネクタ筐体７１の長手方向の両端に設けられるＬＥＤ配
線板５０ｂの固定用のクリップ７３と、コネクタ筐体７１の短手方向の端部（内側面７０
６）に設けられる２つの導電カバー部７２と、この導電カバー部７２に設けられ、コンタ
クト８２に嵌めこまれる導電体７４（導電端子部）とを備える。コネクタ７０ｃの導電体
７４は、コネクタ筐体７１の内部で折り返され、コの字形状に折り曲げられて形成されて
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いる。
【００５２】
　それぞれのコネクタ７０ａ，７０ｂ，７０ｃは、クリップ７３が、灯具本体２０の本体
カバー３０上のＬＥＤ配線板５０の外側に開けた穴（貫通孔３１）に挿入され、ＬＥＤ配
線板５０ａ，５０ｂを固定するとともに、導電体が、ＬＥＤ配線板５０上に実装したコン
タクト８２に嵌めこまれ電気的に接続する。
【００５３】
　以上のように、本実施の形態に係る照明装置１００は、端部にコンタクト８２を有する
配線板（ＬＥＤ配線板５０）と、この配線板が載せられ、被取付部（本体カバー３０）を
有する本体カバーを備える照明装置１００において、配線板の端部を支持する支持部（コ
ネクタ筐体７１）と、コンタクト８２に接触する導電端子部（導電体７４）と、被取付部
に取り付けられる配線板用クリップ（クリップ７３）からなるコネクタ７０を有し、配線
板用クリップが被取付部に取り付けられるとともに、支持部が配線板を支持し、かつ、導
電端子部がコンタクトに接触することを特徴とする。
【００５４】
　以上のように、本実施の形態に係る照明装置１００によれば、このように構成されたＬ
ＥＤ光源デバイスにおいては、コネクタ７０ａ，７０ｂ，７０ｃが灯具本体２０（本体カ
バー３０）へ取り付けられることにより、コネクタ７０ａ，７０ｂ，７０ｃによりＬＥＤ
配線板５０を灯具本体２０（本体カバー３０）に密着させることができる。したがって、
ＬＥＤ配線板５０を灯具本体２０（本体カバー３０）に密着させることにより、放熱性能
を向上させＬＥＤ６０の温度上昇を抑えることができる。また、コネクタ７０ａ，７０ｂ
，７０ｃにより、ＬＥＤ配線板５０の固定と電気的接続を同時に行なうことができるので
、照明装置１００の組立性が向上する。
【００５５】
　また、本実施の形態に係る照明装置１００によれば、コネクタ７０は、コネクタ筐体７
１と導電カバー部７２とを備えているので、ＬＥＤ配線板５０を押圧する部分と、導電体
７４とコンタクト８２との接続部分を分離することができ、絶縁を確保することができる
。
【００５６】
　実施の形態２．
　本実施の形態では、実施の形態１で説明した照明装置１００とは形状の異なる照明装置
１０１（ＬＥＤ光源デバイス）について説明する。本実施の形態に係る照明装置１０１は
、実施の形態１に示す照明装置１００とはＬＥＤ配線板の構成が異なる。本実施の形態に
おいて、実施の形態１と同様の部分は同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００５７】
　図８は、本実施の形態に係る照明装置１０１（ＬＥＤ光源デバイス）の斜視図である。
なお、上記実施の形態１では、ＬＥＤ配線板５０は、ＬＥＤ６０を直線的に並べたもので
あったのに対し、本実施の形態に係るＬＥＤ配線板５０１はＬＥＤ６０を円盤状に配置し
ている。
【００５８】
　照明装置１０１は、筒状の灯具本体２０と、灯具本体２０の上面に配置された本体カバ
ー３０と、本体カバーに取り付けられるＬＥＤ配線板５０１とを備える。灯具本体２０の
内部には、点灯装置１２０（図示なし）が取り付けられており、点灯装置１２０と接続さ
れた電線１２０ａがコネクタ７０を介してＬＥＤ配線板５０１に接続されている。コネク
タ７０は、点灯装置１２０（図示なし）より引き出された電線１２０ａを接続し、ＬＥＤ
配線板５０１へ給電する。
【００５９】
　円盤状に形成されたＬＥＤ配線板５０１には、点灯回路を構成するための回路パターン
８０と、ＬＥＤ６０の取付け及びコネクタ７０と電気的に接続するコンタクト１０のため
のランド８１とを備えている。ＬＥＤ配線板５０１の回路パターン８０は、ＬＥＤ６０を
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０１を覆う半球状のカバー４０を備えている。
【００６０】
　コネクタ７０のクリップ７３は、本体カバー３０上とＬＥＤ配線板５０１とに開けられ
た貫通孔３１に挿入され、コネクタ筐体７１（支持部）がＬＥＤ配線板５０１を固定する
とともに、導電体７４（導電端子部）がＬＥＤ配線板５０１上に実装したコンタクト８２
と電気的に接続する。
【００６１】
　以上のように構成された照明装置１０１（ＬＥＤ光源デバイス）においては、コネクタ
７０が灯具本体２０（本体カバー３０）へ取り付けられることにより、コネクタ７０でＬ
ＥＤ配線板５０１を灯具本体２０（本体カバー３０）に密着させることができる。したが
って、ＬＥＤ配線板５０１を灯具本体２０（本体カバー３０）に密着させることにより、
放熱性能を向上させＬＥＤ６０の温度上昇を抑えることができる。
【００６２】
　また、ＬＥＤ配線板５０１の固定と電気的接続を同時に行なうことができるので、照明
装置１０１の組立性が向上する。
【００６３】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、これらの実施の形態のうち、２つ以上
を組み合わせて実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、１つを部分
的に実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組
み合わせて実施しても構わない。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるもの
ではなく、必要に応じて種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００６４】
　２０　灯具本体、３０　本体カバー、３１　貫通孔、４０　カバー、５０　ＬＥＤ配線
板、５１　実装面、６０　ＬＥＤ、７０，７０ａ，７０ｂ，７０ｃ　コネクタ、７１　コ
ネクタ筐体、７２　導電カバー部、７３　クリップ、７４　導電体、７５　電線挿入孔、
８０　回路パターン、８１　ランド、８２　コンタクト、８４　接触片、８５　連結部、
８６　挟持部、１００，１０１　照明装置、１１０　放熱シート、１２０　点灯装置、１
２０ａ　電線、５０１　ＬＥＤ配線板、７０１　筐体上面、７０２　筐体下面、７０３，
７０４　端面、７０５　外側面、７０６　内側面、７０７　カバー部下面。
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